
場の力㉒ 
　サポートスクエアぱおぱお（山形県山形市） 

被災地でのサロン 男のつどい場の実践

私の地域の元気興し

【特別記事】被災地で考える若者支援のあり方
　
生きがい仕事⑫
　有限会社コンテナおおあみ（宮城県登米市）
 
宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

場の力㉓
　みんなの家＠ふくしま（福島県福島市）

・読者の声　　・購読者を募集しています！　　・次号予告　　・編集後記

［2016年4月20日発行］

44vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

「イシノマキ・ファーム」にて、手作業で安心・安全な野菜を生産する「ユースサポートカレッジ石巻 NOTE」の皆さん

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。

若者と社会をつなぐ特集

15

本体 286 円 + 税

16

14

13

● 思春期や青年期の不調に向き合い、「働きたい」 
　「学びたい」を応援
   ユースサポートカレッジ石巻 NOTE（宮城県石巻市）
 

● 若者のもつ可能性が地域の可能性を広げる
    特定非営利活動法人ハーベスト（宮城県仙台市青葉区）
 

● 若者が幸
さいせい

生する街、陸前高田をめざして
   一般社団法人 SAVE TAKATA（岩手県陸前高田市）

3

7

5

9

10

12
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若者と社会をつなぐ若者と社会をつなぐ

子どもや若者が、夢を抱ける社会であってほしい。

そのために、大人は胸の張れる生き方を見せてほしい。

近くに見本があれば、

体験ができれば、

目標が見つかれば、

若者たちは自分の足で自ら歩み出す。

地域のなかに、そんな大人がいるだけで

若者たちの居場所がみつかる。やる気が引き出せる。

地域も元気になって、いいことづくめ！

そんな石巻市・仙台市・陸前高田市の取り組みを紹介します。

集特

イシノマキ・ファームは、すべて手作業の農園
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特集 復興と地域包括ケア

思春期や青年期の不調に向き合い、
　　　　　　 「働きたい」「学びたい」を応援
◎ユースサポートカレッジ石巻 NOTE（宮城県石巻市）

● 震災による新たな環境下での、思春期や青年期の不調に向き合い、伴走型支援を展開
●多くの地元企業の協力を得て、若者の就労を支える

ポイント

イシノマキ・ファームは、すべて手作業の農園

石
巻
駅
か
ら
徒
歩
２
分
。
ビ

ル
の
３
階
に「
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
カ

レッ
ジ
石
巻
Nノ
ー

ト

O
T
E
」が
あ
る
。

若
年
層
の
「
働
く
こ
と
」
と
「
学

ぶ
こ
と
」
を
支
援
す
る
場
だ
。

平
日
10
時
15
分
か
ら
17
時
ま

で
、
利
用
登
録
し
た
人
た
ち
が

出
入
り
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
練
習

や
就
職
活
動
の
た
め
の
メ
イ
ク

講
座
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
講
座
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
、
農

作
業
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
自
由

に
参
加
す
る
。
10
～
20
歳
代
が

多
く
、
参
加
費
は
無
料
。
こ
こ

に
通
い
な
が
ら
体
調
を
整
え
、

興
味
の
あ
る
分
野
を
学
ぶ
。
働

き
た
い
人
向
け
に
は
、
有
給
の

職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

用
意
し
、
同
行
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
を
行
う
。

こ
の
日
は
10
時
半
か
ら
12
時

に
パ
ソ
コ
ン
講
座
が
開
か
れ
、
２

人
が
参
加
。
エ
ク
セ
ル
で
の
表
と

グ
ラ
フ
の
作
成
を
学
ん
だ
。
そ

の
周
り
で
、
４
人
が
キ
ー
ボ
ー

ド
の
タ
イ
ピ
ン
グ
な
ど
の
個
人
練

習
に
励
む
。
午
前
中
で
帰
る
人

も
い
れ
ば
、
周
囲
の
お
店
で
昼

食
を
と
り
、
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
人
も
い
る
。
教
材

や
パ
ソ
コ
ン
は
、
連
携
す
る
日
本

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
か
ら
無
償
提

供
さ
れ
た
も
の
。
こ
こ
で
学
ん

で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
検
定
に
１
０
０
０

点
満
点
で
合
格
し
た
高
校
生
も

お
り
、
現
在
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
励

み
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
目
指

し
て
腕
を
磨
く
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
６
人
の
う

ち
、
10
歳
代
は
２
人
、
20
歳
代

は
４
人
。
こ
れ
か
ら
の
石
巻
を

支
え
る
た
い
せ
つ
な
人
材
だ
。

思
春
期
や
青
年
期
の

　
　
　
　
　
不
調
に
向
き
合
う

石
巻
N
O
T
E
を
運
営
す

る
の
は
、
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
Sス
イ

ッ

チ

w
i
t
c
h
。
障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
就
労
を
支
援

し
よ
う
と
２
０
１
１
年
３
月
２

日
に
旗
揚
げ
し
た
が
、
同
月
11

日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
災

し
、
被
災
者
支
援
に
切
り
替
え

て
仙
台
市
や
石
巻
市
で
活
動
を

開
始
し
た
経
緯
を
も
つ
。

同
年
６
月
に
仙
台
市
で
精
神

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
ス

イ
ッ
チ
・
セ
ン
ダ
イ
」
を
立
ち

上
げ
る
一
方
で
、
石
巻
市
で
震

災
を
き
っ
か
け
に
職
場
を
失

い
、
次
の
仕
事
の
目
途
が
立
た

ず
に
悩
む
人
や
、
新
し
い
環
境

に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ず
に
学

校
や
職
場
か
ら
足
が
遠
の
く
若

者
の
存
在
が
気
に
な
っ
た
。
思

特集 若者と社会をつなぐ

山形県

宮城県
石巻市

岩手県
秋田県

太平洋

福島県
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特集 被災地以外の支え合い

DATA

ユースサポートカレッジ
石巻NOTE

〒986-0826
宮城県石巻市鋳銭場8-23 日和ビル３階-A
TEL  0225-25-5374
FAX  0225-25-5384
E-mail info@npo-switch.org
URL  http://www.ishinomaki-note.
org/

春
期
や
青
年
期
の
不
調
に
向
き

合
う
事
業
者
も
不
足
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

を
た
い
せ
つ
に
し
て
若
年
層

の
「
生
き
る
力
」
を
育
て
た
い

と
考
え
、
13
年
６
月
、
石
巻
駅

前
に
「
石
巻
N
O
T
E
」
を

開
設
し
た
。
翌
14
年
に
「
仙
台

N
O
T
E
」
を
、
15
年
に
は
石

巻
N
O
T
E
の
向
か
い
側
に

「
ス
イ
ッ
チ
・
イ
シ
ノ
マ
キ
」

を
開
設
し
、
現
在
４
つ
の
事
業

所
を
18
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営

す
る
。

協
力
企
業
は
39
社
！

石
巻
N
O
T
E
の
14
年
度

の
登
録
者
は
53
人
、
延
べ
利
用

者
数
は
２
１
０
人
。
そ
の
４
分

の
３
が
就
労
の
た
め
の
利
用

だ
。
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
あ
た
る

支
援
団
体
や
学
校
、
行
政
機
関

な
ど
か
ら
紹
介
を
受
け
て
利
用

を
始
め
た
人
が
多
く
、
ス
タ
ッ

フ
の
伴
走
型
支
援
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
重
ね
て
自
分

に
合
う
仕
事
を
探
す
。

短
期
が
多
い
職
場
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
は
33
人
が
利
用
し
、
有
給

の
職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
バ

イ
タ
ー
ン
」
は
45
人
が
利
用
。

特
に
バ
イ
タ
ー
ン
は
長
期
に
渡

る
た
め
、
単
な
る
就
職
活
動
で

は
得
ら
れ
な
い
「
縁
」
や
「
恩
」

や
「
情
」
に
ふ
れ
な
が
ら
、
社

会
と
の
接
点
を
模
索
で
き
る
。

実
際
に
、
５
人
が
就
職
に
つ
な

が
っ
た
。

「
石
巻
圏
域
に
は
、
趣
旨
を

理
解
し
て
職
場
体
験
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
企
業
が
た
く
さ

ん
あ
る
」
と
常
務
理
事
兼
石
巻

N
O
T
E
統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
今
野
純
太
郎
さ
ん
は
話

す
。
協
力
企
業
は
、
当
初
の
18

社
か
ら
39
社
に
増
加
。
水
産
業

や
農
業
、
お
弁
当
の
製
造
、
自

動
車
板
金
塗
装
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
幅
広
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
重
ね
な
が
ら
自
分
の

適
性
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き

る
。就
学
・
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
小
元
愛
さ
ん
も
、「
事

前
に
ス
タ
ッ
フ
が
仕
事
を
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
は

〇
〇
さ
ん
に
合
う
仕
事
だ
な
、

と
直
感
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
こ
と
も
多
い
」
と
話
す
。

中
間
的
就
労
の
場

石
巻
N
O
T
E
で
は
、
体

力
面
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
技
術
面
な
ど
で
最
初
か
ら

就
職
を
め
ざ
す
こ
と
が
厳
し
い

人
の
た
め
に
、
本
格
的
に
働
く

前
の
中
間
的
な
職
業
体
験
の
場

も
用
意
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
牡
蠣
の
出
荷
作

業
。
共
同
作
業
を
と
お
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
び
、
浜
の

漁
師
と
の
交
流
か
ら
一
次
産
業

の
楽
し
さ
を
感
じ
る
参
加
者
が

多
い
と
い
う
。

ま
た
、
石
巻
N
O
T
E
か

ら
車
で
15
分
の
と
こ
ろ
で
、
同

法
人
が
直
営
す
る
農
園
「
イ
シ

ノ
マ
キ
・
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
農

作
業
の
基
本
か
ら
販
売
ま
で
を

体
験
で
き
る
。
進
路
に
悩
ん
で

い
る
人
や
、
仮
設
住
宅
・
復
興

公
営
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
人

が
送
迎
付
き
で
参
加
。
自
然

農
法
と
有
機
農
法
の
手
法
を
取

り
入
れ
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、

カ
ボ
チ
ャ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ピ
ー
マ

ン
な
ど
を
生
産
す
る
。
除
草
剤

や
農
薬
を
使
わ
ず
、
草
取
り
や

苗
・
種
の
植
え
付
け
、
水
や
り

な
ど
を
手
作
業
で
担
う
。
40
～

50
歳
代
の
人
も
い
て
、
多
世
代

で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー

ム
作
業
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
採
れ
た
野
菜
は
、
石
巻

N
O
T
E
の
そ
ば
で
直
売
し
た

り
、
市
内
の
飲
食
店
に
卸
し
て

い
る
。
大
根
を
10
本
ま
と
め
て

買
っ
て
い
く
お
客
様
も
い
て
、
安

心
・
安
全
な
野
菜
は
好
評
だ
。

今
年
度
は
畑
を
広
げ
て
、
企

業
で
も
施
設
で
も
な
い
第
３
の

働
く
環
境
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
意
気
込
む
。

農
園
で
の
バ
イ
タ
ー
ン
を
増
や
し

た
い
と
い
う
目
標
も
あ
る
。

夢
は
、
宮
城
県
全
域
で
若
者

の
「
働
き
た
い
」「
学
び
た
い
」

と
い
う
前
向
き
な
思
い
を
応
援

す
る
こ
と
。
今
日
も
、
将
来
を

担
う
人
材
を
温
か
な
目
で
見
守

り
、
育
て
る
。

常務理事兼石巻 NOTE 統括プロデューサー

今野 純太郎さん

「若者の『働きたい』『学びたい』という
　　　　　　　　　　　　　 前向きな思いを応援する」

パソコンの練習では、講座を受講するのか個人練習に
励むのかを本人が選択

小

特集 若者と社会をつなぐ

今野純太郎さん（右）と、小元愛さん
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キャリアセミナーで市民講師の話を熱心に聞く受講生

◎特定非営利活動法人ハーベスト（宮城県仙台市青葉区）

若者のもつ可能性が地域の可能性を広げる

講師の言葉が、生き方をより深く考えるきっかけに

ポイント
●新鮮な出会いが気づきを生み、若者の可能性を広げる
●自分を語ることで住民が地域に貢献

若
者
や
子
ど
も
が
自
分
の
生

き
る
道
を
自
力
で
選
び
、
目
標

に
向
か
っ
て
進
む
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
き
っ
か
け
づ
く
り
に

励
む
、「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ハ
ー
ベ
ス
ト
」。
中
高
生
が

一
般
市
民
と
向
き
合
い
、
社
会

で
の
経
験
や
思
い
を
聞
け
る
機

会
を
設
け
て
い
る
。

た
く
さ
ん
の
偶
然
的
な
出
会

い
が
、
個
人
の
職
業
的
価
値
観

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
未
来
を

つ
く
る
。
一
人
ひ
と
り
の
響
き

合
い
が
元
気
な
若
者
を
育
み
、

地
域
を
お
も
し
ろ
く
す
る
。
そ

ん
な
出
会
い
を
、
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
つ
く
る
こ
と
が
、

ハ
ー
ベ
ス
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。

心
動
か
す
出
会
い
の
場
を

ハ
ー
ベ
ス
ト
の
主
な
活
動

は
、「
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
オ
ー

タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
授
業
導

入
型
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」だ
。

オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
は
、

ハ
ー
ベ
ス
ト
の
出
発
点
と
な
っ

た
活
動
。
愛
知
県
の
「
愛
知
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
に
倣
っ
て
、

２
０
０
７
年
、
任
意
団
体
と
し

て
開
催
し
始
め
た
。
年
１
回
、

大
学
を
会
場
に
、
一
般
市
民
が

講
師
と
な
り
、
人
生
経
験
や
、

働
く
う
え
で
た
い
せ
つ
に
し
て

い
る
思
い
な
ど
を
学
生
や
若
者

に
話
す
。
１
日
に
約
40
～
50
講

座
が
開
講
さ
れ
、
受
講
者
は
、

自
分
が
話
を
聞
き
た
い
と
思
う

市
民
講
師
の
も
と
へ
行
く
。
14

年
ま
で
開
催
さ
れ
た
が
、
現
在

は
休
止
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
は
、
宮

城
県
内
の
中
学
校
、
高
等
学
校

で
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
指

導
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
て

い
る
。
基
本
的
に
は
、
５
～
15

人
ほ
ど
で
車
座
に
な
り
、
市
民

講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や

働
き
方
に
つ
い
て
話
す
。
お
よ

そ
50
分
間
の
講
座
を
、
１
日
に

２
コ
マ
行
い
、
と
き
に
は
、
受

講
者
と
講
師
が
１
対
１
で
交
流

す
る
こ
と
も
あ
る
。

中
学
校
よ
り
も
高
校
で
実
施

特集 若者と社会をつなぐ

山形県

岩手県秋田県

太平洋

福島県

宮城県
仙台市
青葉区
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特集 ラジオ体操が生み出す健康と交流

若者が幸
さ い せ い

生する街、陸前高田をめざして

「子どもや若者の成長エンジンに火をつけたい」

特定非営利活動法人ハーベスト

代表理事　山崎 賢治さん

特定非営利活動法人
ハーベスト

〒９８０‐００１４
宮城県仙台市青葉区本町
２丁目１０‐３３
第二日本オフィスビル９階
TEL ０２２‐３９５‐４３１１

DATA

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
16
年
度

は
宮
城
県
内
の
高
校
の
３
分
の

１
以
上
で
行
わ
れ
た
。
中
学
校

と
合
わ
せ
る
と
、
実
施
校
は
50

校
近
い
。

普
段
は
授
業
に
関
心
が
薄

か
っ
た
り
、
集
中
が
あ
ま
り

続
か
な
い
よ
う
な
生
徒
が
、

講
師
の
話
に
目
を
輝
か
せ
、

前
の
め
り
で
参
加
す
る
場
面

も
見
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
の
セ

ミ
ナ
ー
も
、
講
師
か
ら
人
生

で
成
功
す
る
方
法
を
学
び
と

る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

人
生
の
進
路
選
択
の
幅
広
さ

に
ま
ず
気
づ
い
て
も
ら
う
こ

と
が
狙
い
だ
。
思
い
ど
お
り

の
人
生
よ
り
も
、
失
敗
・
苦

労
し
た
こ
と
、
紆
余
曲
折
や

山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生
に
つ

い
て
話
す
ほ
う
が
、
よ
り
受

講
者
の
心
に
響
く
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

身
の
回
り
や
、
将
来
の
こ

と
に
悩
ん
だ
り
し
や
す
い
若

者
・
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族

や
教
師
以
外
の
大
人
と
の
新

し
い
出
会
い
で
、
生
き
方
の

ヒ
ン
ト
を
新
た
に
見
つ
け
て

い
く
。
自
分
の
未
来
を
自
ら

切
り
拓
く
力
の
必
要
性
に
も

気
づ
き
、
学
習
や
い
ろ
ん
な

体
験
へ
の
動
機
を
強
め
る
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、講
師
は
、

受
講
者
が
書
い
た
感
想
を
読
む

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
講
座
を

客
観
的
に
振
り
返
る
。
講
師
も

受
講
生
か
ら
学
び
、
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

若
者
の
未
来
は
地
域
の
未
来

宮
城
県
職
員
と
２
足
の
わ
ら

じ
で
活
動
し
て
い
る
、
代
表
理

事
の
山
崎
賢
治
さ
ん
は
、
も
と

も
と
県
職
員
と
し
て
起
業
家
人

材
育
成
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
地
域
社
会
・

企
業
を
支
え
る
人
材
は
ど
こ
か

ら
く
る
の
か
？
」「
こ
れ
か
ら

あ
る
べ
き
人
づ
く
り
と
は
？
」

と
い
う
問
題
意
識
を
も
っ
て
い

た
。
同
様
の
関
心
を
も
つ
、
現

常
務
理
事
の
中
山
聖
子
さ
ん
と

出
会
い
、２
人
は
、愛
知
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
こ
と
を
知
る
。
そ

こ
に
、
自
分
た
ち
の
探
し
て
い

た
答
え
を
見
出
し
て
、
仲
間
た

ち
と
、
各
地
の
取
り
組
み
を
勉

強
し
、
宮
城
県
で
の
オ
ー
タ
ム

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
至
っ
た
。

山
崎
さ
ん
た
ち
は
、
第
１
回

目
を
終
え
、
参
加
が
少
な
か
っ

た
高
校
生
の
年
代
の
人
に
も
っ

と
受
講
し
て
も
ら
い
、
刺
激
を

受
け
て
も
ら
う
こ
と
の
意
義
を

改
め
て
感
じ
て
い
た
。
セ
ミ

ナ
ー
の
実
践
と
研
究
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
09
年
に
N
P
O

法
人
化
。
事
業
規
模
を
広
げ
な

が
ら
進
ん
で
き
た
。

受
講
者
に
関
し
て
、「
新
し

い
出
会
い
な
ど
に
消
極
的
な

人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
も
つ
の
ら
せ
て

い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
自

発
的
に
参
加
す
る
人
は
、
普

段
か
ら
積
極
的
に
出
会
い
を

求
め
た
り
、
周
囲
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
も
の
ご
と
を
学
び
と

ろ
う
と
す
る
。
一
方
で
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
消
極
的
な

人
に
こ
そ
、
自
発
性
が
高
ま

る
よ
う
手
伝
う
必
要
が
あ
る
。

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
オ
ー

タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
を
ベ
ー
ス
に
、

高
校
生
向
け
に
企
画
し
た
の

が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ

た
。
開
催
校
の
先
生
か
ら
は

「
普
段
見
せ
な
い
顔
を
生
徒
が

見
せ
た
」
と
、
生
徒
の
視
野

を
広
げ
る
の
に
非
常
に
良
い

取
り
組
み
と
し
て
評
価
を
受

け
、
未
開
催
の
学
校
の
先
生

か
ら
も
「
ぜ
ひ
、
こ
ち
ら
の

学
校
で
も
」と
話
が
あ
が
っ
た
。

山
崎
さ
ん
は
、「
子
ど
も
や

若
者
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
火

を
つ
け
、『
自
分
の
目
指
す
世

界
や
仕
事
を
つ
く
り
た
い
！
』

と
い
う
内
発
的
動
機
を
高
め

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
参
加

者
の
可
能
性
を
広
げ
る
べ
く
、

情
熱
を
注
ぐ
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ

ナ
ー
を
、
す
べ
て
の
学
校
で
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
も
の
に
す
る
こ
と
も

め
ざ
し
て
い
る
。

「
誰
も
が
先
生
、
誰
も
が
生

徒
、
ど
こ
で
も
学
校
」
と
い
う

の
が
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
。
社
会
で
働
き
、
学

び
、
事
業
に
賛
同
す
る
人
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
講
師
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
現
在
約
１
７
０
０

人
が
講
師
登
録
し
て
い
る
。「
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
、
ぜ
ひ

地
域
の
人
に
学
校
へ
足
を
運
ん

で
も
ら
い
た
い
。
皆
さ
ん
が
越

え
て
き
た
人
生
の
山
や
谷
が
若

い
人
に
と
っ
て
将
来
を
考
え
る

手
が
か
り
に
な
る
」
と
、
山
崎

さ
ん
は
語
る
。

あ
な
た
の
人
生
経
験
も
、
若

者
や
地
域
の
将
来
の
可
能
性
を

大
き
く
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
清

特集 災害公営住宅の住民力特集 若者と社会をつなぐ
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「
若
者
た
ち
が
、
畑
や
自
然
の

な
か
で
楽
し
そ
う
に
語
っ
た
り
、

農
作
業
を
す
る
姿
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

一
般
社
団
法
人
S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A
の
事
務
局
長

松
本
玄
太
さ
ん
（
38
歳
）
は
、

若
者
が
地
域
の
な
か
で
活
躍
す

る
こ
と
に
よ
って
、
岩
手
県
陸
前

高
田
市
が
抱
え
て
い
る
地
域
課

題
解
決
の
糸
口
を
見
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
同
市
は
、
震
災
を

機
に 

高
齢
化
率
が
34
・
9
％
に

至
り
、「
高
齢
化
」「
若
者
流
出
」

「
一
次
産
業
の
衰
退
」
が
さ
ら
に

進
行
し
て
い
る
。

農
業
の
６
次
化 + 

担
い
手
づ
く

り =

７
次
化

S
A
V
E 

T
A
K
A
T
A

は
、農
産
物
の
生
産
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
を
手
掛
け
る
農
業
の

６
次
化
産
業
に
、「
担
い
手
づ
く

り
」
を
加
え
た
「
７
次
化
」
を

め
ざ
し
て
い
る
。
同
市
米よ

ね
さ
き崎
地

区
で
は
、
明
治
時
代
よ
り
、
高

台
の
斜
面
を
利
用
し
た
り
ん
ご

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
。
無
袋

栽
培
に
よ
り
、
完
熟
ま
で
待
って

収
穫
さ
れ
る
米
崎
り
ん
ご
は
、

甘
く
て
蜜
の
多
い
り
ん
ご
と
し
て

人
気
を
誇
る
。

高
台
に
あ
る
果
樹
園
の
多
く

は
、
津
波
の
被
害
を
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
現
在
も
約
80
軒

の
り
ん
ご
農
家
が
米
崎
り
ん
ご

を
生
産
し
て
い
る
が
、
年
々
高

齢
化
が
深
刻
に
な
り
、
り
ん
ご

農
家
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
2
0
1
3
年
か
ら
米

崎
り
ん
ご
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
加

工
や
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
ま
で
展
開

し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
「
６

次
化
」
で
農
家
の
収
入
を
向
上

さ
せ
、
若
い
担
い
手
の
創
出
を

加
え
た
。

こ
れ
ま
で
、地
元
住
民
と
協

力
関
係
を
築
き
な
が
ら
、大
学

生
な
ど
若
者
の
交
流
事
業
を
、

全
国
の
支
援
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、行
って
き
た
。こ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
、
就
労
支
援
事
業

を
開
始
す
る
き
っ
か
け
と
なっ
た
。

学
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
所

属
せ
ず
、
無
職
で
、
就
労
に
向

け
た
活
動
や
家
事
な
ど
を
し
て

い
な
い
15
〜
34
歳
の
若
者
、
い
わ

ゆ
る
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
人
た

ち
は
、
現
在
全
国
で
60
万
人
を

超
え
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
岩

手
県
で
も
5
0
0
0
人
以
上

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る

主
な
対
象
を
、
若
年
無
就
労
者

や
何
ら
か
の
課
題
を
抱
え
た
若

者
と
し
、
7
次
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
た
。
就
労
支
援
に

◎一般社団法人 SAVE TAKATA（岩手県陸前高田市）

ポイント

●高齢化が進む地域での農業を、若い力で衰退予防

●若者の資格取得と就労訓練を同時に応援

米崎りんご収穫作業を通じて地域と若者をつなぐ

ライター：元持幸子

若者が幸
さ い せ い

生する街、陸前高田をめざして

特集 若者と社会をつなぐ

秋田県

青森県

宮城県

太平洋

山形県 岩手県
陸前高田市



8月刊 地域支え合い情報　VOL.44　2016.4

専門家に聞く地域づくりの
ヒント

未来を切り拓く若者を

社会とつなぐこと自身が
地域の未来となる

　３つのレポートを拝見し、そのいずれもが就労を含む若者の
キャリア形成と地域社会をつなぐ取り組みだと理解しました。
もう少し幅広くいえば、若者が社会のなかで生きていく「生き
方」に寄り添うことによって、「若者と社会をつなぐ」ものになっ
ているのでしょう。少子高齢社会や人口減少のなかで、国は「地
方創生」というテーマで地方自治体のあり方を模索しています。
そのキーワードになるのは若者が地域で生きていくことができ
る条件をどうつくるかでしょう。もちろんそれは受益者として
の「若者」ではなく、一緒に地域をつくり出していく主体とし
ての存在としてです。ただしその場合、今の若者たちがかかえ
る課題にきちんと応えているかどうかが大事です。その点で３
団体のそれぞれが地域の課題と若者とをうまくかみ合わせてい
るように感じました。

ユースサポートカレッジ石巻 NOTE
　石巻 NOTE は、若年層の「働くこと」（就労）と「学ぶこと」

（学習）をうまく結びつけながら支援をされていると思います。
思春期や青年期に心身の不調をかかえるのは、いまどの若者も
起こりうる問題です。そうした状況にある若者たちにうまく「伴
奏型支援」を展開されていると思いました。特に地元の協力企
業との結びつきをうまくされていて、職場体験などを含むイン
ターンシップ事業などを組み合わせながらサポートされていま
す。特にスタッフが事前に仕事を体験し、オーダーメイドでその
方に会う就労をコーディネイトしている点が良いと思います。

特定非営利活動法人ハーベスト
　中学生や高校生などを対象にして活動する「ハーベスト」は、地
域全体で若者の生き方を支えていこうとする取り組みがうかがえます。
たとえば地域の一般市民の方々が講師となり、自らの生き方を話すこ
とを通じて身近で良いロールモデルを若者たちに実感してもらえる試
みであると思います。そんな「出会い」が新しい地域をつくり出して
いくという「共創関係」にあると思います。特にさまざまな機会を通じ
て、若者自身が生き方を考え、自らを変えるきっかけづくりを心がけて
いることが理解できました。

一般社団法人　SAVE TAKATA
　震災により、一層の高齢化や人口流出に直面した陸前高田市にお
いて、農業を基軸にしながら、りんごを中心にしたブランド化をめざす
同団体の取り組みは、非常にユニークです。特に６次化産業に加え、
若者を中心にした「担い手づくり」をプラスした「７次化」という視
点は大事です。さらに若者の就労支援も、自動車免許取得といった
具体的な仕事を通じた社会参加の条件づくりをしていることが注目され
ます。

　いずれの取り組みも、地域の課題を若者の生き方やキャリア
に結びつけながら、課題解決を図ろうとしている取り組みで、
その教訓は東北地方のみならず、日本全国の地域に関わる人の
教訓となっていくでしょう。未来を切り拓く存在である若者を
社会につなぐことが、これからの地域の未来をつくることにつ
ながるのだと感じました。

日本福祉大学大学院社会福祉研究科博士後期課程中退。名古屋市の知的
障害児施設にて勤務後、専門学校講師や短期大学での専任講師を経て、
2004年３月より福島大学行政社会学部助教授。新潟県中越地震で山古志
村を支援した際の知識や経験を活かし、東日本大震災のあと、「福島大学
災害復興研究所」を設立。現在はその主任研究員として、福島県内の仮設
住宅で暮らす人々の生活の質を向上させる支援活動を行うなど、精力的に
活動している。

福島大学 行政政策学類 准教授

丹波 史紀（たんば・ふみのり）さん

特集 若者と社会をつなぐ

取
り
組
ん
で
い
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト（
東
京
都

立
川
市
）
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
、
若
者
た
ち
は
陸
前
高
田
市

に
や
っ
て
く
る
。

14
年
10
月
、
農
園
で
の
仕
事

体
験
（
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
し
な
が
ら
、
自
動
車
運
転
免

許
取
得
を
め
ざ
す
19
日
間
の
合

宿
、「
つ
な
が
る
合
宿
」
を
２
回

実
施
し
、
３
人
が
参
加
し
た
。

免
許
証
が
身
分
証
明
の
手
段
に

も
な
る
ほ
か
、
運
転
が
で
き
る

こ
と
で
就
職
先
や
働
き
方
の
幅

を
広
げ
、
若
者
た
ち
の
社
会
参

加
への
あ
と
押
し
と
な
って
い
る
。

さ
ら
に
、
米
崎
り
ん
ご
農
園

で
仕
事
を
体
験
し
、
地
域
の
住

民
と
の
交
流
を
深
め
る
。
仲
間

や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
築
く

機
会
と
な
っ
て
い
る
。「
農
家
の

人
と一
緒
に
、
太
陽
の
光
や
り
ん

ご
の
樹
な
ど
の
自
然
に
ふ
れ
な
が

ら
仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
貴
重

な
時
間
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
」

と
、
松
本
さ
ん
は
若
者
た
ち
の

変
化
を
感
じ
て
い
る
。
就
農
体

験
者
か
ら
は
「
仕
事
で
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
って
も
、
高
田
の
人
た
ち

の
こ
と
や
、
か
け
ら
れ
た
言
葉

を
思
い
出
す
と
、
頑
張
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
や
って
み
れ
ば
、

自
分
に
も
ま
だ
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

1
0
0
年
続
い
て
き
た
米
崎

り
ん
ご
の
果
樹
園
を
守
り
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
は
、
陸
前
高
田

の
暮
ら
し
の
風
景
や
地
域
の
誇

り
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

に
な
る
。

松
本
さ
ん
は
、
地
元
農
家
と

若
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
立
に
向
か
っ
て
進
む

仕
組
み
づ
く
り
を
今
後
も
展
開

す
る
方
針
だ
。
16
年
度
は
、
さ

ら
な
る
担
い
手
づ
く
り
の
た

め
、
自
社
農
園
で
の
り
ん
ご
づ

く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
若
者
も
地
域
も
美
味
し
い

り
ん
ご
の
よ
う
に
、
手
間
と
愛

情
を
込
め
て
た
い
せ
つ
に
育
ま

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

DATA

一般社団法人 ＳＡＶＥ ＴＡＫＡＴＡ
〒029-2205
岩手県陸前高田市高田町字大隅93-1
高田大隅つどいの丘商店街内9号
TEL　0192-47- 3287　 FAX　0192 - 47-3289
E-mail info@savetakata.org
URL  http://savetakata.org
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特定非営利活動法人障害者の
地域生活を支援する会

サポートスクエアぱおぱお
〒990 -0052
山形県山形市円応寺町7-10
TEL&FAX 023 -625 -3855
URL http://www.hato-poppo.net/

DATA

場
の
力

集
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
力

山
形
県
山
形
市
◎
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
ぱ
お
ぱ
お

外での作業は、開放感と楽しさが満点

特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
害
者
の

地
域
生
活
を
支
援
す
る
会
で
は
、

2
0
0
7
年
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
と
し
て
「
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア

ぱ
お
ぱ
お
」（
定
員
20
人
）
を
開
設
。

豆
腐
の
製
造
を
手
が
け
、
２
年
前
か
ら

養
鶏
に
も
取
り
組
む
。
隣
接
す
る
山や
ま
の
べ辺

町
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
て
、
鶏
舎
５

棟
を
構
え
、
毎
朝
車
で
メ
ン
バ
ー
と
出

か
け
る
。
屋
外
で
の
作
業
は
開
放
感
に

あ
ふ
れ
、
生
き
も
の
が
苦
手
だ
っ
た
人

も
い
つ
の
間
に
か
鶏
に
触
れ
ら
れ
る
よ

う
に
。「
養
鶏
は
障
が
い
の
あ
る
人
に

ぴ
っ
た
り
」
と
ぱ
お
ぱ
お
の
ス
タ
ッ
フ

は
話
す
。

鶏
の
エ
サ
に
な
る
の
は
、
地
元
企

業
・
農
家
な
ど
か
ら
譲
ら
れ
た
米
ぬ
か

や
酒
米
の
白
ぬ
か
、
古
米
、
麩
や
パ
ン

の
切
れ
端
な
ど
。
原
料
を
車
で
も
ら
い

に
出
か
け
、
集
め
た
原
料
を
発
酵
さ
せ

た
り
、
生
ま
れ
た
卵
を
き
れ
い
に
パ
ッ

ク
詰
め
し
た
り
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ス
タ

ン
プ
押
し
や
配
達
・
販
売
な
ど
の
作
業

も
み
ん
な
で
分
担
す
る
。
卵
は
品
質
が

買
わ
れ
、
東
京
・
銀
座
の
山
形
県
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中
！
め
ざ
す
の

は
、
環
境
に
も
人
に
も
や
さ
し
い
循
環

型
農
業
。「
地
域
に
包
ま
れ
、
ま
た
地

域
を
包
ん
で
い
く
場
に
な
れ
ば
」
と
話

す
理
事
長
の
佐
藤
恵
美
子
さ
ん
た
ち
の

今
後
に
注
目
し
た
い
。

平飼いの環境で、

すくすく育ってます

サポートスクエアぱおぱお。奥に
あるのが「豆腐屋はとぽっぽ」

スタンプを押して、卵のパッケージ
が完成！

高品質の卵と豆腐

22

青
空
の
も
と
、

５
０
０
羽
の
鶏
を
平
飼
い
す
る
。

山
の
上
の
き
れ
い
な
空
気
。

地
元
の
お
い
し
い
湧
水
。

人
間
が
食
べ
て
も
安
心
な
穀
類
中
心
の 

手
づ
く
り
の
エ
サ
。

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る

「
ふ
く
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
」が
め
ざ
す
の
は
、 

養
鶏
で
の
循
環
型
農
業
。

障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
３
６
５
日
お
世

話
を
す
る
。

み
ん
な
生
き
い
き
。

こ
こ
で
生
ま
れ
た
「
ふ
く
福
た
ま
ご
」
は

卵
か
け
ご
は
ん
で
食
べ
る
の
が
一
番
！

小

山形県
山形市

太平洋

秋田県 岩手県

福島県
新潟県

宮城県
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被災地でのサロン

男のつどい場
の
実践

宮
古
地
域
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
支
え
愛
は
、
2
0
0
5

年
12
月
に
発
足
し
、
介
護
施
設

や
個
人
宅
で
の
傾
聴
活
動
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、「
地

元
の
団
体
だ
か
ら
こ
そ
行
動
を

す
べ
き
で
は
」
と
い
う
声
が
あ

が
り
、
2
0
1
1
年
９
月
か

ら
、
６
か
所
の
仮
設
住
宅
で
月

１
回
の
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
う
つ
む

き
が
ち
だ
っ
た
利
用
者
も
、
誕

生
会
な
ど
の
行
事
を
と
お
し
て

少
し
ず
つ
笑
顔
に
な
っ
て
い
く

様
子
を
実
感
で
き
た
と
い
い

ま
す
。

孤
立
死
の
割
合
は
男
性
の
ほ

う
が
高
い
た
め
、
男
性
に
向
け

た
サ
ロ
ン
活
動
を
検
討
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
宮
古
市
最

大
の
仮
設
住
宅
の
あ
る
田た

ろ
う老
地

区
は
、
３
つ
の
仮
設
団
地
で

計
4
0
7
戸
か
ら
成
り
、
仮

設
住
宅
を
行
き
来
す
る
交
流
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
入
り

口
の
管
理
棟
を
市
か
ら
借
り

て
、
男
性
だ
け
の
居
場
所
を

2
0
1
4
年
８
月
に
開
設
し

ま
し
た
。

田
老
地
区
の
男
性
は
、
多
く

が
漁
師
で
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
な
い
た
め
、
高
台
の
仮
設
住

宅
へ
の
住
み
替
え
を
機
に
、
漁

協
を
脱
退
す
る
人
も
多
く
、
自

室
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
し
た
。

そ
こ
で
、
将
棋
や
麻
雀
な
ど
、

男
性
が
好
む
娯
楽
を
準
備
し
、

利
用
者
は
、
自
分
の
好
き
な
遊

び
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
に
住
む
人
だ
け
で

な
く
、
近
所
の
人
や
、
復
興
住

宅
に
住
ま
い
を
変
え
て
も
、
こ
の

居
場
所
に
通
い
続
け
る
人
も
多

く
い
ま
す
。
孤
立
防
止
が
介
護

予
防
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
代
表
の

三
浦
章
さ
ん
た
ち
は
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

代表　三浦 章さん（岩手県宮古市）

男の談話室
宮古地域傾聴ボランティア・支え愛

サロン活動は全国に広がり、

人と人とのつながりづくりに注目が集まっています。

仮設住宅から復興住宅への転居が進み、

コミュニティの維持が難しくなっているなかで、

地域でつながりをどのようにつくっていくか、

そして目には見えないつながりづくりの工夫を

３人の実践者に伺いました。
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松野 みき子さん（福島県南相馬市）

石巻市社会福祉協議会 復興支援課 大橋エリア担当 エリア主任 吉澤 康友さん（宮城県石巻市）

大橋メンズクラブ

サロン眞こころ

大
橋
団
地
は
、
石
巻
市
の
ほ

ぼ
中
心
部
に
あ
る
5
4
0
戸

か
ら
成
る
仮
設
住
宅
団
地
で
す
。

震
災
後
、
石
巻
市
の
担
当
職

員
か
ら
、
健
康
教
室
の
開
設
の

打
診
が
あ
り
、
住
民
、
市
、
県

看
護
協
会
、
市
社
協
が
協
力
し

て
、
保
健
師
や
栄
養
士
の
講

話
、
健
康
相
談
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
得
意
な
こ
と
を
持
ち
寄
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
主
催
を
大
橋
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
し
、
以
降
も
ゲ
ー
ム
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
も
開
催
し
ま

し
た
。
２
年
目
以
降
、
ダ
ン
ベ

ル
体
操
な
ど
、
体
力
の
維
持
向

サ
ロ
ン
眞
こ
こ
ろ
は
、
少
し

で
も
広
い
と
こ
ろ
で
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
立
ち
上
が
っ
た
仮
設
住
宅

の
な
か
の
常
設
サ
ロ
ン
で
す
。

住
民
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

中
心
の
た
め
、
話
し
な
が
ら
指

先
を
使
う
折
り
紙
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
ほ
か
に
も
、
若

い
人
も
参
加
し
や
す
い
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
教
室
、
運
動
不
足
解
消

の
た
め
の
体
操
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
地
元
の

医
師
に
よ
る
講
話
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

上
に
つ
と
め
る
講
座
が
中
心
と

な
る
と
、
住
民
に
と
っ
て
体
へ

の
負
担
が
大
き
く
、
20
～
30
人

の
参
加
者
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
き
ま
し
た
。

大
橋
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

２
０
１
５
年
３
月
で
活
動
を
終

了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
２

つ
の
男
性
の
集
い
が
で
き
ま
し

た
。「
男
の
健
康
相
談
会
」
と

「
あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
」
で
す
。

あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
で
は
、
男

性
の
料
理
教
室
を
中
心
に
活
動

し
、
近
所
や
仮
設
住
宅
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
を
し
て
い

ま
す
。
2
0
1
6
年
度
に
は

復
興
住
宅
へ
の
移
行
が
ビ
ー
ク

に
な
る
見
と
お
し
で
す
が
、

引
っ
越
し
た
人
に
も
会
長
が
声

を
か
け
る
な
ど
、
住
ま
い
は
変

わ
っ
て
も
参
加
を
呼
び
か
け
続

け
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
に
は
参
加
し
な
く
て

も
、
仮
設
住
宅
の
な
か
に
サ
ロ

ン
が
あ
る
だ
け
で
安
心
、
と
い

う
声
も
聞
か
れ
る
と
言
い
ま

す
。
緊
急
時
に
救
急
車
を
呼
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
連
絡
が
入
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
自
宅
を
再
建
し
た
り
復
興
住

宅
に
移
行
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
で
す
が
、
仮
設
住
宅
か
ら

出
て
も
、「
最
後
の
１
人
が
仮

設
か
ら
出
る
ま
で
は
」
と
、
元

住
民
に
よ
る
支
え
が
続
い
て
い

ま
す
。

最
初
は
あ
い
さ
つ
も
で
き
な

い
間
柄
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
し
、
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、居
場
所
が
で
き
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
で

き
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
で
の
楽
し

み
が
生
き
が
い
と
な
り
、
全
国

か
ら
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
を

し
た
い
と
布
ぞ
う
り
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
お
礼
を
つ
く
る
、

と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
そ
の
人

の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
と

言
い
ま
す
。

松
野
み
き
子
さ
ん
は
、
で
き

る
だ
け
介
護
を
必
要
と
し
な
い

お
年
寄
り
の
健
康
づ
く
り
に
た

ず
さ
わ
り
、
最
後
ま
で
そ
ば
に

寄
り
添
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

※２０１６年３月13日に宮城県仙台市で開催された、平成 27 年度厚生労働省老健局・老人保健事業推進費等補助金事業「被災地でのサロン・つどい場の
必要性」セミナー（CLC 主催）の一部を編集・収録しました。
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Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
準
大

賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
福
島

県
郡
山
市
「
ラ
ジ
オ
体
操
＆

歩
こ
う
会
」（
本
紙
37
号
掲

載
）。60
～
80
歳
代
の
男
女
が
、

毎
朝
公
園
へ
ラ
ジ
オ
体
操
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
集
ま
り
、

交
流
が
育
ま
れ
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
き
っ
か
け

に
、
一
人
ひ
と
り
が
つ
な

が
り
、
人
生
を
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
お
互
い
を
支

え
合
う
活
動
は
、
た
い
へ

ん
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
こ
の
取
り
組
み
を
、

さ
ら
に
多
く
の
人
に
お
伝

え
い
た
だ
き
た
く
、
こ
の

賞
を
贈
り
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
＆

　
　
　
　
歩
こ
う
会

第
三
地
区
サ
ロ
ン

　
　
　
　

 

き
じ
ま

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ベ
ビ
ー
ス
マ
イ
ル 

石
巻

甚
大
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
石
巻
市
で
多
く

の
お
母
さ
ん
た
ち
が
つ

な
が
り
、
地
域
で
子
育

て
に
励
む
活
動
は
大
き

な
希
望
で
す
。
さ
ら
な

る
広
が
り
に
期
待
し
、

こ
の
賞
を
贈
り
ま
す
。

　

当
日
、
急
遽
設
け
ら
れ
た
奨

励
賞
は
、
宮
城
県
石
巻
市
「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ベ
ビ
ー
ス

マ
イ
ル
石
巻
」（
同
42
号
掲
載
）

が
受
賞
し
た
。
小
さ
い
子
ど
も

を
育
て
る
母
親
た
ち
の
憩
い
の

場
や
情
報
交
換
の
場
を
設
け
て

い
る
。

被災地の優れた住民支え合い活動を掘り起し、称え、広く発信するＳ‐１グランプリ。

2016年2月20日（土）に仙台市内で開催された第3回の応募者、入賞者のアイデアと実践を、連載形式で紹介します。

準大賞、活動提案賞、奨励賞の受賞団体は、それぞれ、すでに本紙にて活動を紹介していますので、詳細は各団体掲載号をご覧ください。

私

　

被
災
地
で
生
か
せ
る
被
災
地

以
外
の
取
り
組
み
を
称
え
る
活

動
提
案
賞
は
、
山
形
県
山
形

市
「
第
三
地
区
サ
ロ
ン
き
じ
ま
」

(

同
41
号
掲
載)

が
受
賞
。
一
度

閉
店
し
た
食
堂
を
常
設
サ
ロ
ン

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
住
民

の
つ
ど
い
場
に
な
って
い
る
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
、元
店
舗

を
活
用
し
て
近
隣
の
方
々

が
憩
う
場
を
設
け
、
生
活
の

楽
し
み
を
提
供
さ
れ
て
い

る
活
動
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。サ
ロ
ン
き
じ
ま
を
中

心
に
し
て
、
第
三
地
区
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を

願
い
、こ
の
賞
を
贈
り
ま
す
。

授
賞
理
由

授
賞
理
由

授
賞
理
由

準
大
賞

活
動
提
案
賞

奨
励
賞
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シンポジウムではステージ上で座談会を行った

震災と若者支援について、会場全体で意見交換をした

特
別
記
事

今
回
は
、
福
島
県
で
の
開

催
に
あ
た
り
、「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く

し
ま
」
が
現
地
実
行
委
員
会

事
務
局
を
務
め
た
。
全
国
か

ら
の
参
加
者
へ
向
け
、
全
体

会
で
は
福
島
県
の
被
災
・
復

興
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
も

設
け
ら
れ
た
。

初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校

な
ど
を
経
験
し
た
若
者
た

ち
の
座
談
会
が
行
わ
れ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
不
登
校
に
な

り
、
何
を
き
っ
か
け
に
自
分

な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
て

い
っ
た
の
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ

城
県
、
福
島
県
で
活
動
す
る

N
P
O
法
人
が
２
日
間
で
計

９
組
、
報
告
者
と
し
て
参
加
。

震
災
孤
児
の
心
の
ケ
ア
、
学

習
支
援
、
居
場
所
づ
く
り
、

就
労
支
援
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
ひ

き
こ
も
り
・
無
職
状
態
の

と
き
に
起
き
た
震
災
を
機
に

N
P
O
で
社
会
参
画
し
始
め

た
自
身
の
こ
と
を
せ
き
ら
ら

に
語
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
の
経
験
や
思
い
が
話
さ
れ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か

は
、
居
場
所
づ
く
り
、
就
労

支
援
、
ひ
き
こ
も
る
家
庭
へ

の
支
援
、
生
活
支
援
、
若
者

と
の
地
域
づ
く
り
、
発
達
障

害
・
精
神
障
害
、
学
び
の
場

の
多
様
化
、
震
災
と
若
者
支

援
、
家
族
交
流
な
ど
、
13
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
実
践
交

流
会
、
特
別
分
科
会
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
。

　
　
　
震
災
と
若
者
支
援

震
災
と
若
者
支
援
の
特
別

分
科
会
で
は
、
岩
手
県
、
宮

被
災
地
で
考
え
る

　
　
　
　
　
若
者
支
援
の
あ
り
方

れ
た
。

若
者
や
若
者
へ
の
支
援
を

地
域
の
人
に
理
解
・
協
力
し

て
も
ら
う
過
程
に
関
す
る

話
題
で
は
、
宮
城
県
石
巻
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

T
E
D
I
C
代
表
理
事
の
門

馬
優
さ
ん
が
「
地
域
の
人
が

若
者
の
状
況
な
ど
を
正
し
く

理
解
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
困
っ
た
こ
と
を

互
い
に
支
え
合
お
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
く

の
が
た
い
せ
つ
」
と
語
っ
た
。

企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、

実
践
発
表
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
も
務
め
た
、
ビ
ー
ン
ズ
ふ

く
し
ま
理
事
の
中
鉢
博
之
さ

ん
は
、「
震
災
の
教
訓
、
学
び

を
地
域
の
今
後
の
た
め
に
つ

な
げ
た
い
。
皆
さ
ん
に
も
さ

ら
な
る
学
び
の
機
会
に
し
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。
２
日
間

を
と
お
し
て
、若
者
、支
援
者
、

地
域
の
人
が
力
を
合
わ
せ
、

活
動
の
分
野
や
地
域
の
違
い

を
超
え
て
皆
で
課
題
と
向
き

合
う
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん

だ
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
次
回

交
流
会
は
、
17
年
３
月
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
る
。

福
島
県
福
島
市
、
桜
の
聖
母
女
子
短
期
大
学
に
て
、
２
月

27
日（
土
）、
28
日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、「
第
11
回
全

国
若
者
・
ひ
き
こ
も
り
協
同
実
践
交
流
会
in
ふ
く
し
ま
」

が
開
催
さ
れ
た
（
主
催
：
若
者
支
援
全
国
協
同
連
絡
会
・

現
地
実
行
委
員
会
）。
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
、
無
職
な
ど
の

状
況
に
あ
る
若
者
・
子
ど
も
や
そ
の
支
援
に
携
わ
る
人
た
ち

が
、
交
流
し
、
学
び
合
い
、
実
践
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

清
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生きがい仕事

そ れ ぞ れ の 仕 事 が
持 つ 意 味

可愛らしい

エコタワシづくりで

女性の手仕事を応援

有限会社 コンテナおおあみ
（宮城県登米市） 12

色の異なる毛糸を上手に使い分ける

登米市南方の編み手が集合して新商品を練習

バリエーション豊富な、編んだもんだらシリーズ

商品プロデュースなどを幅広く担う足立千佳子さん

　

宮
城
県
登
米
市
南
方
や
南

三
陸
町
歌
津
・
志
津
川
、
気
仙

沼
市
大
島
の
４
地
区
に
は
、
ア

ク
リ
ル
製
の
毛
糸
で
エ
コ
タ
ワ
シ

を
編
む
お
母
さ
ん
た
ち
が
い
る
。

東
北
の
言
葉
で
タ
ワ
シ
の
こ
と

を
「
も
ん
だ
ら
」
と
呼
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
タ
ワ
シ
の
ブ
ラ

ン
ド
名
は「
編
ん
だ
も
ん
だ
ら
」。

「
お
ん
な
た
ち
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
さ
ざ
ほ
ざ
」の
取
り
組
み
と

し
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
足
立
千

佳
子
さ
ん
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

タ
コ
や
イ
カ
、
ホ
ヤ
や
サ
ン
マ

な
ど
、海
の
も
の
を
中
心
に
、い

ろ
い
ろ
な
モ
チ
ー
フ
の
商
品
を
つ

く
っ
て
き
た
。編
み
手
は
４
地
区

で
23
人
。各
地
区
ご
と
に
月
１
～

２
回
は
集
ま
り
、一緒
に
作
業
を

す
る
。編
み
図
や
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー

の
つ
く
っ
た
も
の
と
見
比
べ
な
が

ら
、
ひ
と
針
ひ
と
針
、
手
慣
れ

た
様
子
で
丁
寧
に
編
む
。「
こ
こ

は
、
こ
う
だ
っ
け
？
」
と
確
か
め

合
っ
た
り
、た
ま
に
手
を
休
め
な

が
ら
、最
近
の
出
来
ご
と
を
話
し

た
り
す
る
。メ
ン
バ
ー
は
皆
、
海

と
長
い
間
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た

お
母
さ
ん
た
ち
ば
か
り
で
、
魚

の
形
や
色
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

タ
ワ
シ
以
外
に
コ
ー
ス
タ
ー
や
ス

ト
ラ
ッ
プ
、企
業
と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
な
ど
も
手
掛
け
て
い
て
、
主
に

１
つ
５
０
０
円
で
販
売
。イ
ベ
ン

ト
で
の
出
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
な
ど
を
通
じ
て
、
国
内
外

に
フ
ァ
ン
が
い
る
。

　

仕
掛
け
人
の
足
立
さ
ん
は
、

２
０
１
１
年
９
月
か
ら
、南
三
陸

町
や
登
米
市
の
仮
設
住
宅
集
会

所
な
ど
40
か
所
以
上
で
編
み
も

の
教
室
を
実
施
し
た
。
高
齢
に

な
っ
て
も
継
続
的
に
手
仕
事
を

で
き
る
よ
う
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
か
ら
コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み
へ
業

務
を
移
管
し
、編
み
手
と
な
る

４
地
区
の
女
性
の
人
た
ち
と
一

緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
化
。
震
災
前
の

仕
事
を
失
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、毛
糸
と
編
み
針
で
手
軽
に

取
り
組
め
る
し
、商
品
代
金
の
４

割
が
編
み
手
の
作
業
代
に
な
る
。

編
み
手
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
震
災

後
の
暮
ら
し
は
社
会
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気

持
ち
だ
っ
た
か
ら
、こ
の
活
動
は

あ
り
が
た
い
。収
入
が
あ
る
と
い

う
こ
と
も
、と
て
も
励
み
に
な
る
」

「
震
災
で
一
転
し
た
生
活
の
な
か

に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
で
き
て
嬉

し
い
」
と
話
す
。今
日
も
、編
ん

だ
も
ん
だ
ら
に
お
母
さ
ん
た
ち
の

思
い
が
編
み
込
ま
れ
て
い
る
。

有限会社コンテナおおあみ
さざほざ事業部

〒987‐ 0511
宮城県登米市迫町佐沼字大網218 ‐1
TEL　0220 ‐44 ‐4210　　　
FAX　0220 ‐44 ‐4202
URL　http://sazahoza.jimdo.com/

DATA

太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
登米市

清
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

“信じること！”
まず自分自身を、何があっても～

ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

 サポートセンター行脚

『○○ちゃん元気か？』、伏し目がちで元気のない子どもが気
にかかり声をかける。毎朝、家の前を30 人前後の小学生が
登校して行く。私が自宅にいるときは、子どもたちの登下校時
に見守り、声をかけ、ハイタッチのあいさつを交わす。“学校
安全協力員”になって丸３年。今年も５人の子どもたちが小
学校を卒業していった。

いろいろな子どもたちがいる。いつも元気な子、大人しく控
え目な子、落ち着いて賢そうな子、やんちゃな子、ちょっと寂
しそうな子、しょっちゅう遅れて来る子、みんな可愛い。みん
な元気で成長していってほしいと心から願う。

ただ、元気のない、淋しそうな子どものことが気にかかる。もし、
その子に何か贈る言葉をかけるとしたら何と言ってあげたらよ
いのだろう？と、ふっと思った。
『自分を信じること！たとえどんなことがあっても、とことん自分

を信じること～』というフレーズが浮かんできた。自分にまった
く自信がもてないときもある。人生で“不運”な出会い、出
来ごとに遭遇することもある。“失敗”もある。人から否定され、
劣等感と孤立感にさいなまれ、自死したいと思うこともある。
職場や家族とうまくいかないときもある。たいせつな人を亡くし、
悲嘆にくれることもある。自分をコントロールできずに道を外れ、
人や社会から批判を受け絶望の淵に立たたされることもあるか
もしれない…。生きている以上、いろいろある。

でも、たとえどんな状況のときでも、最後は、自分を信じて、
信じて、信じぬくことができたら、少しは自分を肯定でき、踏
ん張れる。そこから前に向いていける。いつかは必ず良くな
る・・・。

自分を信じること、が人として生きていくうえでのすべての始
まりであり、辛いときに踏ん張れる最後の拠りどころになる。
そんな気がする。この言葉は、子どもたちへ、というよりも深
いところからの自分自身へのメッセージのような気がしてきた。

新年度がスタートして早々に、九州の熊本県を
中心とする大地震。テレビの映像を観ていて、５
年前の東北の状況が蘇りました。被害状況は深刻
で、被災者の方々の避難生活が長期化しそうです

（今、この原稿を書いている時点で、余震が頻発
しています）。相次ぐ災害は、今後も続くのでしょ
うか。

思い出すのは、学校の体育館等での避難生活で
す。まずは避難なのでしょうが、でも不自由で我
慢させているようで、辛かった自分を思い出しま
す。できる範囲で、災害弱者への手厚い配慮を心
がけてほしいと願います。

仮設トイレの使い勝手の悪さに、高齢者がトイ
レに行くのを我慢し、水分を取らないようにして
いたという話には、当時言葉を失いました。被災
者の方々に忍耐を求める支援は本末転倒です。心
のケアを行うには、エンパワメントのできる環境
が重要であり、それでこそ有効なケアもできます。

今後日本中から、被災者支援に向けた動きが加
速し、九州の被災地ではボランティアの方々、Ｎ
ＰＯの皆さんの活躍が期待されます。東日本大震
災でも実に多くの支援者が、期待以上の頑張りを
見せてくれました。それゆえ、支援が被災者に伝
わる、復興に向けて自立していく力になるように、
上手にマネジメントしてほしいと切に願います。

寝食を忘れて日夜働いていた宮城県の市町の職
員が、自らも被災者であっても、避難所にあふれ
る被災者の支援に奔走せざるを得なかったことを
思うとき、九州の状況は他人ごとではありません。
そんな想いもあって、私たちが得た教訓で伝えて
いくべきことがあります。「被災者支援のサポー
トセンターの設置」であり、「住民の力を登用し
た被災者支援」を復興に向けての推進役としてい
くことです。　　　

住民力をマネジメントして、伴走型・寄り添い
型の見守り支援を築いてほしい。宮城県での取り
組みは、九州にも活きるし、今後の災害時も同様
です。地域福祉を支える住民力の下地は、きっと
宮城県以上にあるので大丈夫！と思っています。

  

＜支援に関わるための基礎研修＞
【仙台会場】 5月 31日（火）・6 月1日（水）　東京エレクトロンホール宮城　
 講師：永坂　美晴（明石市望海在宅介護支援センター センター長）
          岩城　和志（淡路市社会福祉協議会 参事 兼 地域支え合いセンターいちのみや センター長）

平成28年度 宮城県被災者支援従事者研修事業
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バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

編 集 後 記
今回の特集では、 若者が調子を整えたり、 力を蓄えていくのに貢献する地域のありようを紹介
しました。 個人が社会と接点をもちやすくなるように、 社会からも個人一人ひとりに歩み寄るの
がたいせつなのだと感じました。 社会とつながるには、使うエネルギーも多いかもしれませんが、
それによって得られるものも多いようです。（清野）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc- japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

読 者 の 声

地域の個性ともいえるお祭り。その裏で、伝統を次世代に引き継ぎたい熱い思い
をもつ大人と、その背中に心を動かされた、子どもをはじめとする大勢の人が、
本気で練習している様子に胸が熱くなりました。( 仙台市泉区 R・I)

☆次号予告 特集「サロンで笑顔を咲かせよう」お知らせ

＜初級研修＞

平成28年度 宮城県生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）養成研修

【栗原会場】　５月１９日（木）　エポカ21（くりはら交流プラザ）
【仙台会場】　５月２６日（木）　戦災復興記念館
【大河原会場】５月２７日（金）　大河原合同庁舎

講師：高橋　誠一（東北福祉大学 教授）
　　　志水　田鶴子（仙台白百合女子大学 准教授）
　　　池田　昌弘（全国コミュニティライフサポートセンター 理事長）

購 読 者 を 募 集 し て い ま す ！
「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？

購読会員　年3,696 円（年12 回、送料込み）

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認次第、情報紙を発送いたします。
◎お振込先　　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、

①お届け先の住所　と　②何号からの購読申込み
を記入してください。
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き
る
「
ま
ま
カ
フ
ェ
」
を
、
毎
月
県

内
５
か
所
で
開
催
し
て
き
た
。
そ

の
延
長
で
、
民
家
を
借
り
て
常
設

の
つ
ど
い
場
と
し
て
２
０
１
５
年

３
月
19
日
に
み
ん
な
の
家
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
利
用
者
は
、
年
間

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
で
世

帯
ご
と
に
会
員
登
録
。
１
年
間
で

１
７
６
世
帯
、
４
４
２
人
が
会
員

と
な
っ
た
。

県
外
か
ら
福
島
県
に
戻
っ
て
き

た
母
親
に
限
ら
ず
、
乳
幼
児
・
小

学
生
・
中
高
生
の
母
親
、
父
親
、

近
所
の
地
域
住
民
な
ど
の
時
間
枠

を
毎
月
１
回
ず
つ
設
け
、
家
庭
状

若
者
支
援
を
中
心
に
幅
広
い
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し

ま
」
は
、
老
若
男
女
誰
も
が
つ
な

が
れ
る
「
み
ん
な
の
家
＠
ふ
く
し

ま
」
を
運
営
し
て
い
る
。
平
日
10

時
か
ら
16
時
の
間
、
親
子
や
地
域

住
民
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
ご
飯

を
食
べ
た
り
、
年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず
ふ
れ
あ
い
が
育
ま
れ
る
。

震
災
後
に
県
外
へ
避
難
し
て
い

た
母
親
た
ち
が
、
帰
っ
た
地
域
で

充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

母
親
同
士
お
茶
を
飲
ん
で
く
つ
ろ

ぎ
、
お
し
ゃ
べ
り
や
情
報
交
換
で

況
や
立
場
の
近
い
人
同
士
も
集
ま

り
や
す
い
。
放
射
能
に
関
す
る
勉

強
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
。
昨
夏

の
流
し
そ
う
め
ん
大
会
で
は
、
青

竹
の
代
わ
り
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
つ
な
げ
た
装
置
を
若
者
た
ち
が

手
づ
く
り
し
、
親
子
や
地
域
の
お

年
寄
り
た
ち
と
、
に
ぎ
や
か
に
交

流
し
た
。

「
子
ど
も
だ
け
と
か
、
若
者
だ
け

で
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
だ
け
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
関
わ
り

合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
が
今
の
福
島
に
は
た
い
せ

つ
だ
と
思
う
」
と
、
事
業
長
の
富

田
愛
さ
ん
は
話
す
。
清

「みんなの家」ののぼりが目印！

居心地のいい民家で、子どももスタッフも仲良し


